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『
荒
野
の
お
お
か
み
』
を
読
む
１７
冊
め
の
入
っ
た 『
草
子
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
』
第
３
巻
、
好
評
発
売
中
！　
ほ
か
に
も
『
雨
月
物
語
』、『
百
鬼
園
日
記
帖
』、『
イ
ワ
ン
の
馬
鹿
』、『
ハ
ロ
ー
サ
マ
ー
、
グ
ッ
ド
バ
イ
』、『
新
し
い
人
よ
眼
ざ
め
よ
』
編
を
収
録
！　

初
恋
の
き
ら
め
き
。

親
と
の
別わ

か
れ離―

。
傍
ら
に
は
、
い
つ
も
本
が
い
て
く
れ
た
。
１４
歳
の
草そ

う

子こ

が
紡
ぎ
出
す
爽
や
か
な
読ブ

ツ
ク
ガ
イ
ド

書
体
験
記
。
『
草
子
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
』
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
（@

so
u

ko
b

o
o

kg
u

id
e

）
も
チ
ェ
ッ
ク
！

人
は
大
切
な
物
が
傷
つ
け
ら
れ
た
時
、
何
か
の
せ
い
に
し
よ
う
と
し
ま
す

な
ぜ
、
そ
う
な
っ
た
か
を
直
視
し
な
い
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そ
こ
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忘
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せ
る

高
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娼
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ヘ
ル
ミ
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ネ
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そ
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青
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し
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